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《中学校国語科》 

論理的思考力を育む学習指導の工夫 

～「読むこと」と「書くこと」を関連付けた指導を通して～ 

 

那覇市立安岡中学校教諭 植前 秀一郎 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  現代社会はテレビやインターネットなどのメディアの急速な発達によって，高度情報化社会，

国際化社会に変化しており，その変化に対応できる能力の育成が求められている。このような

状況の中，中学校学習指導要領における中学校国語科では，「伝え合う力」を高めることが基本

的なねらいとして位置づけられ，「思考力や想像力」の育成が求められている。そして，中学校

学習指導要領解説国語編では，「これからの社会をより良く生きる力」として，「論理的な思考

力や想像力などを養い高めていくこと」について言及している。 
  また，PISA 調査対策の一環として文部科学省が公表した『読解力向上に関する指導資料―

PISA 調査(読解力)の結果分析と改善の方向―』（平成 17 年 12月）では「我が国の生徒は，「テ

キストの解釈」，「熟考・評価」，とりわけ記述式の問題を苦手としている」とある。そして，そ

の結果を踏まえた指導の改善の方向として①テキストを理解・評価しながら読む力を高めるこ

と，②テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること，③様々な文章や資料を読む機会

や，自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実すること，が示されている。また同資料に

は「その結果は読む能力にとどまらず，書く能力とのかかわりを示唆している」「読解に当たっ

ては，単に読んで理解するだけでなく，テキストを利用して自分の考えを書く」との記述もあ

り，「読むこと」と「書くこと」とを関連させた指導の重要性も指摘している。そこで，あらた

めて本校の生徒に目を向けてみると，同様の課題があると考えられ，指導の改善を図っていく

必要性を感じた。 

  自分自身のこれまでの授業実践を振り返ってみると、いくつかの課題が挙げられる。例えば

中学校 2年生においては，週 3時間という授業時間数から，「読むこと」に目的を絞り，教師主

導型の授業になってしまうことが多くあった。説明的文章においては，筆者の考察や考え方・

述べ方に対して，「どんな考えがどんな根拠で語られているか」，「根拠自体に無理はないか」，

「論理の展開の筋道に飛躍や無理はないか」などを検討する，論理的思考力を育む指導（PISA

調査でいうところの「解釈」，「熟考・評価」）まで及んでいないのが現状である。また，「書く

こと」と関連付けた指導もほとんど行っておらず，「読むこと」で得た情報を活用して自分の考

えを書く力の育成も不十分である。 

  そこで本研究では，論理の展開が明確な説明的文章の学習において，書き手の論理的思考を

読み取り，それを基に自分の考えを明確にして表現するという，「読むこと」と「書くこと」を

関連付けた学習活動を行うことで，論理的思考力が育成できるのではと考え，本テーマを設定

した。  

 

Ⅱ 研究目標 

  論理的思考力を育てるための，「読むこと」と「書くこと」を関連付けた学習指導の方法を研

究する。 
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Ⅲ 研究仮説 

 １ 基本仮説 

   説明的文章の学習において，書き手の論理的思考を読み取り，それを基に自分の考えを明

確にして表現する，「読むこと」と「書くこと」を関連付けた学習活動を行うことにより，論

理的思考力が育成できるであろう。 

 ２ 作業仮説 

  (1) 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書く学習活動を

行うことによって，筆者の意図を読み取る力が育つであろう。 

  (2) 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書いた文章を，

グループで互いに読み合い，より説得力のある文章にするためのアドバイスを行うことで，

書き手の立場になって読み，自分の考えを友達にわかりやすく書く力が育つであろう。 

 

Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容 

１ 論理的思考力について   

２「読むこと」と「書くこと」を関連付けた指導について 

３ 論理的思考力を育む学習指導の工夫について 

 

目指す生徒像 

自分の考えを持ち，論理的に意見を述べることのできる生徒 

研究テーマ 

論理的思考力を育む学習指導の工夫 

～「読むこと」と「書くこと」を関連付けた指導を通して～ 

生徒の実態・教師の願い・授業の反省 

研究仮説 

 説明的文章の学習において，書き手の論理的思考を読み取り，それを 

基に自分の考えを明確にして表現する，「読むこと」と「書くこと」を 

関連付けた学習活動を行うことにより，論理的思考力が育成できるであ 

ろう。 
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Ⅴ 研究内容 

 １ 論理的思考力について 

  (1) 論理的思考力とは 

    菅原稔（2006）は，「主観や情意を極力排除し，共有することのできる客観的な規範にそ

って，自らの意見や主張を筋道立てて組織すること，それが論理的思考である。また，そ

のための理路整然とした組織力・構成力を論理的思考力と呼ぶ。」と述べている。また田中

孝一（2006）は「とりとめのない自分の思いや考えを整理して筋道を立てたものにするこ

とや，ほかの人に対して理解しやすいように内容を組み立て話して意思の疎通を図ること

は，社会の中で自立した個人として他者とともに生きていく際の重要な能力の一つであ

る。」と論理的思考力について言及している。 

    つまり，論理的思考力とは，自分の考えを筋道立てて整理し，それを第三者に明確にし

て述べる能力だといえる。 

  (2) 論理的思考力の育成 

    論理的思考力を身に付けるためには，論理的な思考を尽くして書かれた説明的文章の内

容を読み取るだけでなく，筆者の論理的思考をも読み取ることが必要であると考えられる。

説明的文章の学習は，記述されている情報の読み取りと，文章構成をとらえることから始

めるのが一般的である（意味段落のとらえ，キーワード，キーセンテンスを抜き出しての

要約など）。そして，これらの学習は，これまでも様々な学習指導の方法が研究されており，

十分な成果が得られている。しかし自分自身の実践を振り返ってみても，筆者の論理的思

考，つまり筆者の意図を読み取る学習は，発展的学習ととらえることが多く，十分な指導

が行われていない。 

    そこで，必要なことは「筆者はなぜこのような書き方をしているのか」「何のために写真・

図・グラフが載せられているのか」「筆者の言いたいことは納得できるか」といったことを

日常的に考えさせる学習を展開することである。そしてこのような学習は，段階を踏まえ，

継続して指導していく必要がある。 

 ２ 「読むこと」と「書くこと」を関連付けた指導について 

   中学校学習指導要領解説国語編「第 3章 指導計画の作成と内容の取り扱い」において，

次のような記述があり，「読むこと」と「書くこと」とを関連付けて指導することの重要性が

述べられている。 

 「効果的な文章を書くことのできる能力を高める」ためには，「Ｂ書くこと」の指導事項

に示した内容の徹底を図るとともに，優れた表現に触れさせ，それを自分の表現に生かす学

習活動が大切である。この観点から，「Ｃ読むこと」との関連を図った指導計画を作成する

ことが重要である。 

   また，文部科学省が公表した『読解力向上に関する指導資料―PISA 調査(読解力)の結果分

析と改善の方向―』（平成 17年 12 月）」において，次のような記述がある。 

 テキストを読んで理解することによって得られた知識等について，実生活や行動と関連付

けて書く力を高めるとともに，他方で書いたものをさらに深めることを通じて読む力を高め

ることが期待される。このように，考える力を中核として，読む力，書く力を総合的に高め

ていくプロセスを確立することが重要である。 

   ここには，「読むこと」と「書くこと」とを関連付けて指導することの重要性が述べられて
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いるとともに，「考える力」を中核として指導することの重要性にも言及している。つまり，

読む力と書く力の育成には，個別に指導するだけではなく，読んで書く，書いて読む，とい

った活動の間に考えることを位置づけて，相互関連させた指導が必要なのである。 

 ３ 論理的思考力を育む学習指導の工夫について 

  (1) 単元構成の工夫 

    勝見健史（2008）は，「習得した知識・技能を活用する力」を育成する実践の正否の鍵は，

教師の単元構成力にあると考えている。そして，単元構成の視点として①「目的」的な状

況・文脈の設定，②「手段」となる言語能力の明確化，③「手段」としての機能のさせ方

の検討，④多読型，多ジャンル型単元の設定，⑤テキストの外側に立たせる，の５つを挙

げている。この視点で，特に注目すべきは①と③である。まず①であるが，これは単元当

初に子どもたちとの「目的」を共有し，学びに必要感・現実感を持たせることを示してい

る。具体的には「誰に対して」，「何のために」，「どのように」等を話題にし，これから何

をするために教材を読むのかを明確にするのである。次に③は，「目的」と「手段」をどの

ように関係付けて考えさせるか，ということである。「目的」に対して単に自分の考えを表

現するだけではなく，「より良い表現の方法は」などを考えさせる場面が必要なのである。 

    そこで，「読むこと」と「書くこと」を関連させた単元構成には，まず「読む」の後に何

を「書く」のかを，当初から明確にしていくことが必要である。通常，教師は教材研究を

行い，目標に到達させるために様々な手立てを考えて授業に臨む。しかし，その研究の内

容や手立てを生徒に授業当初から提示して行うことは稀である。手間暇掛けて読み取りを

行った後で，やっと手立てに移るという手順のため，生徒からすれば「読むこと」に飽き

てしまう状況を作ってしまう。そこで授業当初から「目的」を明確にしていくことが必要

となってくるのである。 

表１ 単元の学習指導過程例（Ⅵ 授業実践より） 

学習の流れ 学習内容 具体的な活動 

「読むこと」

の学習 

①課題を設定する。 

 

②概略を捉える。 

③詳しく読み取る。 

④読み取ったことをまと

める。 

・全文通読後，初読の感想を書き，課題を設定する。 

（筆者の意図を読み取ること，紹介文を書くこと） 

・形式段落，意味段落を確認する。 

・意味段落ごとに要約する。 

・構成を確認し，意味段落ごとの役割を考える。 

（なぜ筆者はこのような構成にしたのか。） 

「読むこと」

と「書くこ

と」とを関連

付けた学習 

⑤課題を確認する。 

⑥情報を収集する。 

⑦内容を構成する。 

⑧内容を記述する。 

⑨相互評価する。 

・図，グラフの紹介文の書き方を学ぶ。 

・図，グラフの情報を読み取る。 

・本文のどこに添えるか，その理由，効果を考える。 

・紹介文を書く。 

・グループで読み合い，アドバイスを行う。 

（説得力があるかどうかを考える。） 

「書くこと」

の学習 

⑩推敲する。 

⑪発表する。 

・アドバイスをもとに自分の文章を推敲する。 

・どんな文章が良いのかを考える。 
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    図１ 紹介文例 

 

    次に，単元構成に際して必要なのは「書く」目的をもって「読む」ことを意識付けるこ

とである。つまり実際に「書く」場面では，書いて終わりではなく，書いたものをより良

いものにするためには，何が必要なのかを検討する場面を設定することである。「筆者がな

ぜこのような書き方をしているか」「説得力はあるか」などの筆者の論理的思考に目を向け

させ，自分の書き方にそれを生かし，そしてより良い書き方を教師側から問い直していく

のである（表 1）。 

    このように，何のために読むのか，といった目的意識を持たすと同時に，より良い表現

を模索する活動が，論理的な思考へ，ひいては論理的に意見を述べることへとつながって

いくと考える。 

  (2) 学習指導の工夫 

   ①紹介文を書く指導の工夫 

     最近は，活字だけでなく映像も「読む」と言われるようになってきており，教科書の

挿絵や写真からも書き手の意図が読みとれるはずである。そこで，筆者の論理的思考を

読み取り，それをもとに自分の考えを明確にして表現するための方法として，本文に添

えられている図・グラフの紹介文を書く活動を行う。 

     図・グラフから読み取れる情報だけでは，紹介文は書くことができない。書き手の意

図を読み取るには，本文に戻って読み込む必要がある。添えられていた理由や効果は，

書き手になりきって考えなければならない。また，同時に読み手が納得できるような説

得力のある文章に仕上げなければならない。 
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     そこで，本文に添えられていた写真の紹介文の文例を示して，紹介文の書き方を確認

する（図 1）。この文例によって，紹介文に書く内容だけでなく，文章に説得力をもたせ

る方法も学習することになる。なお，この学習方法ならびに紹介文のワークシートは本

谷千恵子（2008）の実践を参考に作成した。 

   ②相互評価の工夫 

     グループによる相互評価により，「書くこと」によるアドバイスの交換を行い，学習意

欲を喚起するとともに，さらに「読むこと」の活動を促すことになる。つまり，他者と

の意見の交流によって，個人では気付かなかった点や，他者の考え方，表現の仕方など

を学習することができ，さらに自分の表現にそれを生かしていくことができるのである。 

     アドバイスの交換を活発に行うために，アドバイスの方法（図 2）とアドバイスの視

点（図 3）をあらかじめ確認する。また，活動の状況によっては，アドバイスの例を提

示することも有効であると考える。 

     また，グループでの相互評価後は，アドバイスをもとにあらためて自分の紹介文を推

敲する。他者による具体的な文章推敲のためのアドバイスのみならず，他の生徒の文章

で参考にしたい表現を取り入れるなどすることによって，相互評価したことをより確か

なものにしていくことができる。 

  図２ アドバイスの方法                 図３ アドバイスの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 授業実践  （第 2学年） 

１ 単元名  読み取ったことをもとに自分の考えを書こう 

２ 教材名  クジラの飲み水（三省堂 『現代の国語 1』） 

３ 単元目標 

  ○文章の内容を理解し，筆者の論理の展開をとらえる。 

  ○文章に添えられた図・グラフから読みとった内容をもとに自分の考えを明確にして書く。 

４ 単元について 

  (1) 教材観 

    本教材は，「ほ乳類であるクジラは，どうやって飲み水を得ているのか」という，意外な

問いかけがもとになっている。普段考えたことがない意外な疑問が，手順を追って解き明

かされる展開は，科学の面白さを生徒に伝えやすい教材だと思われる。 

    文章構成は，はじめに仮説として問いが出され，自然科学の情報を根拠とし，答えが述

べられている。一つ一つの仮説に対して実証的に説明しながら消去法により正解へと絞り
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込んでいく論理的な構成である。また，形式段落のはじめには「まず第一に」「第二に」「と

ころが」などの言葉があり，生徒にとっても構成を意識しやすい表現になっている。説明

の仕方も読み手の興味・関心を絶えず引きつけて展開されている。 

    筆者の論理の展開の仕方を参考に，生徒自身の文章の論理の展開に利用するのに適した

教材だと言える。 

  (2) 生徒観 

    事前のアンケートの「国語の学習が好きですか」，という問いに対して３分の２以上の生

徒が，「あまり好きではない」と答えている。全体的に国語に対して苦手意識が強いようで

ある。また，「説明的文章の学習について好きかどうか」の質問に関しても，「あまり好き

ではない」という答えが 3分の 2を超えている。理由としては，「難しい」，「長い」，「苦手」

などの答えが多い。しかし中には，「苦手だが，新しい知識が得られて楽しい」などの答え

もあった。このことは，説明的文章を知的好奇心を満たすものとして読んでいる生徒が少

なからずいることを示しているのではないか。次に「文章を書くことが好きか」という質

問では，ほとんどの生徒が「あまり好きではない」，「好きではない」と回答している。そ

の理由として，「うまく書こうとするとわけが分からなくなる」，「文章構成を整えるのが難

しい」等が多かった。逆に言えばこのことは，生徒の意識の中に「読みやすくて，良い文

章を書きたい」という思いがあることを示しているのではないだろうか。 

    実際に授業を行ってみると，発言も多く，アンケートの結果の割には前向きに授業に取

り組む生徒が多いように思われる。また，自分の考えを文章に書く場面でも，積極的に自

分の思いを文章化しようと努力する場面が多く見られた。今後もあらゆる場面で生徒の前

向きな姿勢を評価し，苦手意識を克服させていきたい。 

  (3) 指導観 

    これまで説明的文章の学習においては，段落の要約を書かせる学習を中心に据えてきた。

今回の学習では，「読むこと」を通して情報を収集し，筆者の論理を吟味し，「書くこと」

を通して自分の考えを論理的に構築させていきたい。 

    そこで本単元では，第 1時の段階から筆者の論理の展開の仕方に目を向けること，紹介

文を書くことを確認する。その後，筆者の意図の読み取りを行い，紹介文を書く活動につ

なぐ。 

    具体的には，もともと添えられている図・グラフを省いて本文を提示し，読み取り後に

図・グラフを生徒に初めて提示して，その紹介文を書く活動を行う。手順としては，はじ

めに 3つの図・グラフの情報の読み取りを行い，ワークシートを使い一斉に読み取れる情

報を確認する。次に，図・グラフを見て，わかること，気付いたことをワークシートに記

入させ，発表させる。そして紹介文を書く活動につなぐ。その紹介文には，どこに添える

か，その理由，効果を書く。その後，この紹介文をグループで読み合い，互いにアドバイ

スを行う。このように，自分の書いた文章を相互評価する場面を設定することで，他の生

徒を納得させる文章を書くように促し，他の生徒の表現や論理の展開の仕方を参考に自分

自身の文章を推敲させるようにする。 

    以上のような活動を通して，文章の内容理解だけにとどまらず，文章を読んで得た情報

を論理的に思考し，自分の考えを説得力のある文章で表現することのできる生徒の育成を

目指していきたい。 
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５ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・

態度 

読む能力 書く能力 言語についての知識・

理解・技能 

①筆者の論理の展開を

とらえようと，意欲的

に文章を読んだり，書

いたりしようとする。 

②他の生徒の文章や教

材文の良いところを自

分の文章に取り入れよ

うとする。 

①筆者の論理の展開の

仕方を的確にとらえ，

その良さを見つけてい

る。 

②必要な情報を抜き出

し，自分の意見をまと

めるのに役立てる。 

①筆者の論理の展開に

ついて，要点をまとめ，

それについて自分の考

えを明確にして書く。 

②自分の意見が相手に

効果的に伝わるように

根拠を明らかにし，論

理の展開を工夫して書

く。 

①中心の部分と付加的

な部分，事実と意見と

の関係に注意して，書

いたり読んだりする。 

②文章を読むとき，論

理の展開や段落の役割

などを考えながら読

む。 

 ６ 指導計画（6時間） 

時 本時の目標 主な学習内容と活動 指導上の留意点 評価 

1 ○学習の見通しを持

ち，初読の感想を持

つ。 

・ クジラについて知っている

ことを発表する。 

・ 初読の感想を発表する。 

・ 筆者の意図を考えること，

図，グラフの紹介文を書く

ことを説明する。 

関① 

2 

・ 

3 

○本文を要約して，

論理の展開を考え

る。 

・ 意味段落ごとに要約する。 

・ 要約をもとに全体の構成を

考える。 

（問題提示，仮説と検証，結

論，まとめ） 

・筆者の論理の展開の工夫に

ついて考える。 

・ 書き出しの工夫について

考えさせる。 

・ 第１仮説と第２仮説の順

番の理由について考えさせ

る。 

・ 何のために仮説と検証が

必要なのかを考えさせる。 

関① 

読① 

言①② 

4 ○本文に添える図・

グラフの紹介文を書

く。 

 

・ 紹介文の書き方を学ぶ。 

・ 本文に添えられている図・

グラフを選び，その紹介文

を書く。 

 

・ 本文の写真を使って，文例

を示す。 

・ 本文のどの部分に添える

か，どのような効果がある

か，使いたい理由を他人に

伝わるように書かせる。 

関①② 

読① 

書② 

5 ○紹介文を読み合っ

て，アドバイスをす

る。 

 

・ 書いたものをグループで見

せ合い，アドバイスを書く。 

・ アドバイスをもとに自分の

文章を書き直す。 

・ 理由付けが正当かどうか

の観点でアドバイスさせ

る。 

・ 数名指名して，発表させ

る。 

関①② 

読① 

書② 

6 ○前時までの学習を

振り返り，論理の展

開の仕方を考える。 

・ 他の生徒の文章を読んで，

どんなところが良いかを考

える。 

・ 意見に対する理由付けの

妥当性に目を向けるように

促す。 

・再度自分の文章を見直す。 

関① 

読① 

書① 
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展開 学習内容・活動 指導上の留意点 評価と手立て 

導入

5分 

①本時の学習内容を確認する。 ・前時までの学習の流れを確認

してから，本時の確認を行う。 

展開

35 分 

②他の生徒が書いた紹介文に

書くアドバイスの仕方を学ぶ。 

 

③グループに分かれて，アドバ

イスを書く。 

 

④アドバイスをもとに自分の

紹介文を推敲する。 

 

・アドバイスの方法，視点を確

認する。（黒板に掲示） 

 

・あらかじめ指示したグループ

に分かれる。（4～5名） 

・時間は 20分 

・適宜，グループをまわり支援

する。 

・アドバイスの状況を見て，例

を示して，アドバイスの方法，

視点を再度確認する。 

・自分の席に戻って，書き直さ

せる。 

・ノートに書かせてから清書さ

せる。（ワークシートの配布） 

・常に誰かに読ませることを念

頭におかせる。 

終末

10 分 

⑤推敲した紹介文を発表する。 

 

⑥次時の予告。 

 

・1～2 名指名して，修正前の文

章と，修正後の文章を発表させ

る。 

 

 

 

・次時は，完成した紹介文を読

んで，わかりやすい文章につい

て考えることを予告する。 

関①について（観察） 

〔Ａ〕他の人の文章を読ん

で自分の考えを深めよう

としている。 

〔Ｃ〕他の人の文章を真剣

に読ませる 

関②について（観察） 

〔Ａ〕他の生徒の文章やア

ドバイスを積極的に自分

の文章に生かそうとして

いる。 

〔Ｃ〕アドバイスを真剣に

読ませる。 

読①について 

(態度・発言・発表の観察) 

〔Ａ〕他の生徒の文章の良

さや妥当性をよく検討し，

的確なアドバイスを行っ

ている。 

〔Ｃ〕自分が真似したい表

現を探させる。 

書②について 

(ワークシート) 

〔Ａ〕アドバイスをもとに

自分の文章をより効果的

に，説得力ある文章に書き

直している。 

〔Ｃ〕アドバイスを読ん

で，自分の書いた文章の言

葉遣いを正確に直させる。 

 

 ７ 本時の学習（5時間目） 

(1) 目標 

○紹介文を読み合って，アドバイスをする。 

(2)  授業仮説 
    本文に添えられているグラフや図の情報を読み取り，その効果や添えられている理由を

書く学習において，グループで互いに書いた文章を読み合い，より説得力のある文章にす

るためのアドバイスを行うことで，書き手の立場になって文章を読み，自分の考えをわか

りやすく書く力が育つであろう。 

(3)  展開 
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図５ 読むことに関する事前事後アンケート結果 

読むときに筆者の意図を考えながら読むことができますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

事後

はい　 どちらかというとはい どちらかといえばいいえ いいえ  

Ⅶ 結果と考察 

 【検証 1】 

 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書く学習活動を行

うことによって，筆者の意図を読み取る力が育つであろう。 

 【結果】     図４ 「いろいろな動物の体液に含まれる塩分濃度」のグラフについて書かれた紹介文 

   図 4 は，本文に

添えられている

図・グラフの紹介

文を書いたワーク

シートである。図

5 は事前事後に実

施したアンケート

「読むときに筆者

の意図を考えなが

ら読むことができ

ますか」の結果で

ある。 

 【考察】 

   説明的文章に添えられていた図・グラフの紹介文を書くためには，本文に戻り，筆者の意

図を読み取ることが重要である。この本文に戻って思考することが「読むこと」と「書くこ

と」の関連づけになり，論理

的思考力の育成につながると

考えた。 

   図 4 の紹介文を見ると，グ

ラフを使う理由を書いた部分

に次のような記述が見られる。

「また，他のものをならべる

事によって『クジラの食物は

イカやプランクトンだけだか

ら，クジラは食物から水分を

得る事はできないんだ』と，

反論できないようにする事が

できる。」この記述には，筆者

の立場になり，筆者の論理的思考を読み取った跡が見て取れる。つまりこのことは，筆者が

読者にいかにして自説を納得させようとしているかを読み取っていると考えられる。 

   授業前後のアンケート（図 5）の結果からは，学習前のアンケートでは筆者の意図を考え

ながら読む生徒は，40％（はい，どちらかというとはい）であったが，学習後は 74％と 34

ポイント増加している。ただ文章の内容を読み取るだけでなく，筆者の意図を読み取ること

の重要性を，学習をとおして認識しはじめたといえる。 

   以上のことから，説明的文章に添えられていた非連続型テキストの紹介文を書くという，
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「読むこと」と「書くこと」を関連付けた活動は，筆者の論理的思考を読み取ることにおい

て有効であると考えられる。 

 【検証 2】 

 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書いた文章を，グ

ループで互いに読み合い，より説得力のある文章にするためのアドバイスを行うことで，書

き手の立場になって読み，自分の考えを友達にわかりやすく書く力が育つであろう。 

 【結果】 

   図 6は，本文に添えられている図・グラフの紹介文にアドバイスが寄せられたものである。

図 7は事前事後に実施したアンケート「書くときに読む人のことを考えて書くことができま

すか」の結果である。 

 【考察】 

   図 6 は，4 名のグループで他の 3 名のメンバーからのアドバイスを受けているワークシー

トであり，少人数のグループで学習することによって，アドバイスの交流が活発に行われて

いることが見て取れる。 

   生徒Ａのアドバイスには，「文章がちょっとごちゃごちゃしている」という文章の読みにく

さ，「効果が書かれていない」という記述上の不足，「この感想はいらない」という削除すべ

き箇所の指摘がある。生徒ＢもＡと同じく「効果」に関する不足している記述について指摘

している。また，生徒Ｃは，生徒Ａ，Ｂのような「効果」に関する不足している記述の指摘

だけでなく，「図を使う理由」に関する不明瞭な点を指摘している。さらに語尾の整合性につ

いても指摘している。 

図６ 「クジラの体の部位を説明した図」の紹介文と，寄せられたアドバイス 
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   まず，生徒ＡＢＣに共通する

紹介文の内容に関する指摘から，

アドバイスする側に「この文章

は説得力があるか」ということ

を意識して読んでいることが見

て取れる。これは，書き手が何

を伝えようとしているのか，本

文との整合性はどうなのか，と

いうことを真剣に読んで考え，

それを文章にして書いて伝えよ

うとしているものである。まさ

に「考えること」を中核としな

がら,「読むこと」と「書くこと」を相互関連させながら活動している姿である。また，生徒

Ｃによる語尾の整合性に関する指摘は，これまでに学習してきた文法的知識をも使って思考

していることを表している。 

   図 7は授業前後のアンケートの結果である。「文章を書くときに読む人のことを考えて書く

ことができますか」という設問に対して「はい」，「どちらかというとはい」と答えた生徒は，

事前で 36％，事後で 81％となっており，45 ポイント増加している。 

   以上のことから，書き手の立場になって読み，自分の考えを友達にわかりやすく書く力の

育成には，グループ内で紹介文を読み合い，アドバイスを書くという活動は有効であると考

えられる。 

 

Ⅷ 研究成果と課題 

 １ 成果 

  (1) 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書く学習活動を

行うことによって，筆者の意図を読み取るようになった。 

  (2) 説明的文章の学習において，本文に図やグラフが添えられている理由を書いた文章を，

グループで互いに読み合い，より説得力のある文章にするためのアドバイスを行うことで，

書き手の立場になって読み，自分の考えを友達にわかりやすく書こうとする姿が見られた。 

 ２ 課題 

  (1) 論理的思考力の育成のための継続的・系統的な指導計画の工夫 

  (2) より具体的なアドバイスができるようにするための相互評価の工夫 
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図７ 書くことに関する事前事後アンケート結果 

文章を書くときに読む人のことを考えて書くことができますか
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